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シンポジウム『「複合災害（水災害×地震災害）に対する事前復興の取組み」 
について』が開催されました 

 
令和３年９月２日（木）に日本危機管理防災学会主催のオンラインシンポジウム『「複合災害（水災害×地震災

害）に対する事前復興の取組み」について』が開催され、弊社は事務局を務めました。 
自治体職員や防災に携わる方々を中心として、定員３００名を超える方にご参加頂き、複合災害やそれに対する

事前の取組みへの意識の高さが確認されました。 
 

【シンポジウムの概要】 

■開催趣旨 
本シンポジウムは、迫りくる首都直下地震とともに、激甚化・頻発化する水災害との同時発生による複合災害を

視野に入れた「事前復興」のあり方を共有しました。また、流域治水のみならず、流域を複合災害に備える防災単

位と捉え、地震防災にも広域で備える「流域防災」の可能性について、多面的に話題提供を行いました。これらを

踏まえて、複合災害に対する事前防災と、その目標像としての事前復興について、知識を高めることを目的として、

開催いたしました。 
 
■シンポジウム内容 
市川宏雄 日本危機管理防災学会会長による開会挨拶の後、第Ⅰ部『水災にも震災にも強い防災まちづくりと事

前復興の可能性―葛飾区―』では、２名の方から報告がありました。 
・報告①『葛飾区における二つの防災まちづくり（地震・水害）について』 情野正彦 葛飾区都市整備部部長 
・報告②『トータルに備える「防災【も】まちづくり」』  
加藤孝明 東京大学生産技術研究所教授・東京大学社会科学研究所特任教授 
 
次に第Ⅱ部『「流域治水」から水災・震災に備える「流域防災」への展開』では、２名の方から報告がありました。 

・報告③『流域治水による持続可能な首都東京のまちづくり』 
 早川潤 国土交通省関東地方整備局荒川下流河川事務所所長 
・報告④『水害に備える流域治水から複合災害に備える流域防災への展開』 中林一樹 東京都立大学名誉教授 

 
そして第Ⅲ部では、中林一樹 東京都立大学名誉教授がコーディネーター兼パネリストとして、４名の報告者が

パネリストとなり、①論点１：複合災害に備える「複眼的事前防災」の可能性、②論点２：複合災害に備える「流

域防災」の課題と可能性、③論点３：複眼的都市防災と流域防災による「事前復興」の可能性について、議論が行

われました。 
コーディネーターの中林一樹 東京都立大学名誉教授より、複合災害時代に備える「事前防災」、「流域防災」、「事

前復興」の展望について、複眼的な“防災の目”を皆が持つことで、複合災害にも負けない流域防災の取組みが可

能だろうと総括されました。 
最後に、野崎秀則 株式会社オリエンタルコンサルタンツ代表取締役社長の挨拶で閉会いたしました。 
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【シンポジウムの様子】 

■第Ⅰ部『水災にも震災にも強い防災まちづくりと事前復興の可能性―葛飾区―』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第Ⅱ部『「流域治水」から水災・震災に備える「流域防災」への展開』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第Ⅲ部『全体討論』 

報告④：中林一樹 東京都立大学名誉教授 

報告①：情野正彦 葛飾区都市整備部部長 報告②：加藤孝明 東京大学生産技術研究所教授・ 

東京大学社会科学研究所特任教授 

報告③：早川潤 国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所所長 

パネルディスカッション 

開会挨拶 
市川宏雄  

日本危機管理防災学会会長 

閉会挨拶 
野崎秀則 株式会社オリエンタル 
コンサルタンツ 代表取締役社長 

総合司会 
中尾毅 株式会社オリエンタル 

コンサルタンツ 執行役員  
防災事業部長 




